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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、呼吸困難を体験している肺がん患者113名を対象に、呼吸困難を質
的側面から評価する「Dyspnea-12」という日本語版尺度の質問紙について、信頼性と妥当性を評価する質問紙調
査を行った。調査の結果、Dyspnea-12は本邦の肺がん患者の呼吸困難を質的に評価することに対して、高い信頼
性と妥当性があることを確認でき、肺がん患者の呼吸困難を多角的な側面から評価する有用なツールであること
が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We conducted a questionnaire survey of 113 patients with lung cancer 
experiencing dyspnea to evaluate the reliability and validity of the Japanese version of the 
Dyspnea-12 scale questionnaire, which evaluates dyspnea from a qualitative aspect. The results 
showed that the Dyspnea-12 has high reliability and validity for qualitatively evaluating dyspnea in
 patients with lung cancer in Japan, and is a useful tool for evaluating dyspnea in patients with 
lung cancer from multiple perspectives.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
呼吸困難はさまざまな要素が複雑に影響する症状と言われており、多角的な視点から評価することが重要と言わ
れている。本研究で使用した「Dyspnea-12」は、呼吸困難を質的に身体面と感情面から評価する尺度であり、本
尺度の肺がん患者の呼吸困難に対する信頼性と妥当性が確認された。本研究結果から、今後の呼吸困難を評価す
る研究では、対象者が体験している呼吸困難をより多角的な視点から評価可能になることが期待される。また、
本尺度は元来、海外で作成された尺度であるため、今後は、国際比較の共通のツールとしても利用されることが
期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
呼吸困難は「呼吸時に感じる不快な主観的な体験」と定義される症状であり、その体験は身体

的側面のみならず、心理的、社会的、環境的な要因との相互作用を引き起こす。そのため、呼吸
困難の評価は、多角的視点から行う必要がある。 
がん患者が体験する呼吸困難における緩和ケア領域の支援または研究のアウトカムでは、患

者の満足度の向上を目標とするため、患者自身の評価が重要視される。呼吸困難の自己評価ツー
ルは数多く開発されており、大きく、①日常生活への影響を測定する尺度、②量的に測定する尺
度、③質的に測定する尺度、の 3つに分類される。近年になり、がん以外の領域の呼吸困難の質
的評価ツールとして知られていた Dyspnea-12 について、肺がん患者を対象に高い信頼性と妥当
性が報告された。この結果から、がん領域の呼吸困難研究についても、Dyspnea-12 を用いた研
究が報告され始めることが予測される。 
しかし、Dyspnea-12 については、日本語版が作成されておらず、信頼性と妥当性も確認され

ていない。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、①Dyspnea-12 の日本語版を作成し、②信頼性と妥当性の検証を行い、肺がん患
者の呼吸困難に対する Dyspnea-12 日本語版尺度の有用性を確認することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
（１）Dyspnea-12 日本語版尺度の作成 
Dyspnea-12 の日本語版への翻訳作業は、Dyspnea-12 の開発者である Janelle Yorke 氏の許可

を受け行っていく。日本語版作成については、言語的に妥当な翻訳版を作成する際に標準的に用
いられている、The Palliative care Outcome Scale (POS) Family of Measures Manual for 
Translation, Cross-Cultural Adaptation and Psychometric Testing の手順を参考に行う。 
 
（２）信頼性・妥当性検証のための質問紙調査 
 肺がん患者の呼吸困難に対する、Dyspnea-12 日本語版の信頼性・妥当性の検証を行った。対
象施設は、国内の 7施設に入院中あるいは外来通院中の肺がん患者とした。なお、治療期主体の
患者と緩和期主体の肺がん患者、それぞれ 100 名ずつの研究参加を目標値とした。質問紙では、
Dyspnea-12 のほか、患者背景データ、併存疾患、各症状の有無、呼吸困難強度、⑤ Hospital 
Anxiety and Depression Scale（HADS）日本語版、Cancer Dyspnea Scale 日本語版などとした。 
 
 
４．研究成果 
（１）Dyspnea-12 日本語版尺度の作成 
 Janelle Yorke 氏に Dyspnea-12 日本語版尺度の作成許諾を得るために連絡をしたところ、す
でに日本の別グループが日本語版を作成したが論文報告はされていない状況にあると情報提供
いただいた。そのため、Dyspnea-12 日本語版尺度の作成については中止し、すでに作成された
日本語版尺度を用いて、肺がん患者の呼吸困難に対する信頼性・妥当性の検証を行うことについ
て、許諾を得た。 
 
（２）信頼性・妥当性検証のための質問紙調査 
 まず、研究計画当初、「治療期主体の患者と緩和期主体の肺がん患者、それぞれ 100 名ずつの
研究参加」を目標値としていたが、新型コロナウイルス感染症による研究中断を含め、リクルー
トの困難さから研究計画の見直しを行い、治療期主体と緩和期主体の肺がん患者を合計で 100 名
へと修正を行った。 
 国内の 7施設に入院中あるいは外来通院中の肺がん患者 113 名を対象に、信頼性・妥当性検証
のための質問紙調査を実施した。対象者の 67.3％（n=76）は男性で、併存疾患に COPD のあるも
のは全体の 12.7％（n=14）であった。過去 1週間における呼吸困難強度（NRS）は、平均値が 4.3
±2.07 であり、最悪の数値が 6.66±2.37、最善の数値が 2.54±2.30 であった。 
 収束的妥当性を検証するために、Dsypnea-12 と呼吸困難 NRS,CDS、HADS との相関を確認した
結果、Dsypnea-12 は呼吸困難 NRS（平均、最悪、最善）、CDS スコア（努力感、不快感、不安感、
総合）、HADS スコア（不安、抑うつ、総合）の全ての項目との間に、正の相関が見られた（表 1）。 
 構成概念妥当性を検証するために、Dyspnea-12 について探索的因子分析を行った結果、1～7
項目が第一因子（身体的側面）、8～12 項目が第二因子（感情的側面）となった（表 2）。この結
果は、先行研究と同様の結果であった。内的整合性では、第一因子、第二因子、総合、全てにお
いて、クロンバックのα信頼係数は、0.95 以上であった。 



判別分析として、Dyspnea-12 と不安（HADS-A≧8）、抑うつ（HADS-D≧8）、臨床的呼吸困難あり
（CDS≧8）、COPD の有無、治療期と終末期での比較を行った結果、不安（HADS-A≧8）、臨床的呼
吸困難（CDS≧8）がある場合、患者が終末期である場合には、Dyspnea-12 の身体的側面、感情的
側面、総合スコア全てにおいて、有意に高かった。抑うつ（HADS-D≧8）がある場合には、Dyspnea-
12の身体的側面のみ有意に高かった。COPDの有無では、Dyspnea-12の値に有意な差はなかった。 
 
 
表 1 収束的妥当性 

患者報告型アウトカム 
Dyspnea-12 

総合 身体的側面 感情的側面 

呼吸困難 NRS    

平均 0.566α 0.599α 0.423α 

最悪なとき 0.531α 0.574α 0.374α 

最善のとき 0.371α 0.382α 0.318α 

CDS    

総合 0.81α 0.827α 0.699α 

努力感 0.759α 0.772α 0.658α 

不快感 0.582α 0.607α 0.491α 

不安感 0.774α 0.79α 0.67α 

HADS    

総合 0.448α 0.459α 0.408α 

不安 0.40α 0.398α 0.377α 

抑うつ 0.336α 0.358α 0.285β 

NRS: Numerical Rating Scale，CDS: Cancer Dyspnea Scale，HADS: Hospital Anxiety and 

Depression Scale，α: Significant at p < 0.001, β: Significant at p < 0.05 

 
 
表 2 Dyspnea-12 の各項目に対する探索的因子分析の結果 

項目 第一因子 第二因子 

① 息が最後まで吸い込めない。 0.751 0.108 

② 息をするのが大変だ。 0.901 0.018 

③ 息切れを感じる。 0.708 -0.004 

④ 息を吸うのが困難である。 0.883 0.060 

⑤ 空気を十分に吸えない。 0.911 0.000 

⑥ 息をするのが不快である。 0.514 0.428 

⑦ 息をするのは、ひどく疲れる。 0.717 0.189 

⑧ 息をすることは、気が重い感じになる。 0.276 0.665 

⑨ 息をすることは、みじめな感じになる。 0.207 0.703 

⑩ 息をするのは、苦痛である。 0.414 0.551 

⑪ 息をすると、落ち着かなくなる。 -0.034 1.009 

⑫ 息をするには、イライラする。 -0.107 1.034 
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